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た、腸θゴ〃EIs θο響 ル″sにより発酵させたオカラについてであるが、腸σゴ″〃s θDaguノars
は、芽胞を形成するため、熱処理を含む様々な加工工程後においても、腸内で増殖できる
という利点がある。 しかし、物θゴ〃νs θ
“
″渤 sはこのような利点を有するが、乳酸菌
のように様々な機能については報告がほとんどなされていない。本研究では、腸θゴ〃υs
σοaguノ"sにより発酵させたオカラにビフィズス菌増殖作用を有することを見出した。本
発見は、栄養学的見地からも高く評価され、第65回日本栄養・食糧学会大会にて トピック
賞を受賞した。さらに、あθゴ″υs θοagυノ″sにより発酵させたオカラは、ラット及びマ
ウスの免疫系にも影響を及ぼすことを見出し、特に、皮膚炎発症マウスヘの投与実験にお
いて、優れた抗アレルギー作用を有することを明らかにした。
以上より、本論文では、上記研究を通 し、亜臨界水反応後のオカラ、助σttκ θθ′″ノ
によるオカラ発酵物は機能性素材として十分な生体調節作用を有することを明らかにし
た。また、亜臨界水反応後のオカラは、新規な物性を有し、幅広い加工特性を有すること
も見出した。今後、これらの処理によリオカラが機能性素材として有効利用促進に資する
ことを期待 したい。
よつて、本論文は博士 (生物資源環境学)の学位論文として価値あるものと認める。
なお、平成27年 2月12日、論文並びにそれに関連 した分野にわたり試問した結果、
博士 (生物資源環境学)の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。
